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4．結言
(1)主軸のみを回転させた試験によって，主軸部温度変化量
に対する主軸刃物間距離の変化を測定し，主軸部の発熱に
よる変形量を表す簡便な補正式を導いた．
(2)ボールねじのみを回転させた試験によって，ボールナッ
ト部温度に対する主軸刃物間距離の変化を測定し，ボール
ねじ部の発熱による変形壁を表す簡便な補正式を導いた．
(3)主軸部およびボールねじ部に関する熱変形補正式に校正
係数を導入し，実際の加工における精度を向上させた．
(4)加工の一時中断などの条件を考慮した経時変化切削試験
に対し，高精度化を実現するための補正法を提案した．
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